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(百万円未満切捨て)

１．2020年12月期第２四半期の業績（2020年４月１日～2020年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第２四半期 4,614 △23.9 403 △2.8 404 0.2 284 3.2

2020年３月期第２四半期 6,066 20.9 415 206.6 404 197.2 275 208.4
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年12月期第２四半期 21.07 －

2020年３月期第２四半期 20.42 －
　

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年12月期第２四半期 5,093 2,777 54.5

2020年３月期 4,113 2,533 61.6

(参考) 自己資本 2020年12月期第２四半期 2,777百万円 2020年３月期 2,533百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － 3.00 － 3.00 6.00

2020年12月期 － 3.00

2020年12月期(予想) － 1.50 4.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

　

３．2020年12月期の業績予想（2020年４月１日～2020年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,000 － 460 － 460 － 323 － 23.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　当社は、2020年６月24日に開催の定時株主総会で「定款一部変更の件」が承認された事を受けまして、2020年度よ
り決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。従いまして、経過期間となる2020年12月期の業績について
は、９ヶ月間（2020年４月１日から2020年12月31日）の予想数値を記載しております。このため対前期増減率につい
ては記載しておりません。

[参考]下記の％表示（調整後増減率）は、前期業績を９ヶ月（2019年４月１日から2019年12月31日）の期間に合わせて
　 当期業績予想と比較した増減率です。
　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 （単位：百万円）

　 7,000 △15.3％ 460 △2.6％ 460 △0.3％ 323 8.7％



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年12月期２Ｑ 13,500,000株 2020年３月期 13,500,000株

② 期末自己株式数 2020年12月期２Ｑ 576株 2020年３月期 576株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期２Ｑ 13,499,424株 2020年３月期２Ｑ 13,499,450株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により依然として厳しい状況

で推移しておりますが、個人消費や業況判断は厳しさが残るもののＧｏＴｏキャンペーンの開始など経済活性化に

向けた政策の後押しもあり、改善の兆しがみられております。今後は感染拡大の防止策を講じつつ、経済活動のレ

ベルを段階的に引き上げていくなかで、国内外の感染症の動向を注視していくことが必要となります。

当社が事業を展開するコールセンターサービス業界及びＢＰＯ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サー

ビス（注１）業界においては、人材不足や働き方改革の推進、業務の効率化などを背景にアウトソーシング需要が

継続的に高まっており、市場規模は拡大傾向に推移しております。また、カスタマーサービス分野全体においては、

コミュニケーション手段の多様化を始め、ＩＴを介した新技術を用いてサービスの高度化が進んでおり、専門業者

への外部委託需要の高まりを受け、業界の裾野が拡大しております。

このような状況の下、当社では、「特化型コールセンターを中心としたＢＰＯ業務の積極展開」を課題として掲

げ、「官公庁系ビジネス」、「ＩＴヘルプデスク」、「金融系オフィスサービス」を成長の３本柱としてサービス

の拡大を図ってまいりました。

売上高につきましては、問い合わせ業務や地方自治体を中心としたスポット案件の受注が増加したものの、当期

の売上に大きく寄与する官公庁の大型案件の受注が前期にできなかったことなどにより、減収となりました。

利益につきましては、スポット案件の増加が寄与したものの、販売費及び一般管理費の増加により、軟調に推移

いたしました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高46億14百万円（前年同期比23.9％減）、営業利益４億

３百万円（前年同期比2.8％減）、経常利益４億４百万円（前年同期比0.2％増）、四半期純利益２億84百万円（前

年同期比3.2％増）となりました。

（注１）ＢＰＯ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サービス

官公庁及び地方自治体並びに企業等が、中核ビジネス以外の業務プロセスの一部を専門業者に外部委託するこ

とをいい、従来のアウトソーシングとは異なり、ＢＰＯサービスでは業務プロセスの設計から運用までをワンス

トップで請け負います。

当社は、単一セグメントであるため、サービス別に売上高の内訳を記載しております。

当第２四半期累計期間におけるサービス別の売上高は、以下のとおりです。

サービス区分

前第２四半期累計期間
（自 2019年４月１日

　 至 2019年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2020年４月１日

　 至 2020年９月30日）
売上高

（百万円）
構成比
（％）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

増減率
（％）

①コールセンターサービス 2,217 36.6 2,332 50.6 5.2

②ＢＰＯサービス 3,849 63.4 2,281 49.4 △40.7

合計 6,066 100.0 4,614 100.0 △23.9

① コールセンターサービス

コールセンターサービス分野の売上高は、官公庁系の新規スポット案件やヘルプデスク業務、マイナンバー関

連業務などの継続業務が拡大したこと、民間の新規スポット案件の受注の積み上げが寄与したことなどにより、

23億32百万円（前年同期比5.2％増）となりました。

② ＢＰＯサービス

ＢＰＯサービス分野の売上高は、官公庁系の新規スポット案件の受注や受動喫煙防止関連業務の伸長、民間の

金融系オフィスサービスが拡大するなど堅調に推移したものの、当期の売上に大きく寄与する官公庁の大型案件

の受注が前期にできなかったことなどにより、22億81百万円（前年同期比40.7％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第２四半期会計期間末の資産合計は50億93百万円となり、前事業年度末に比べ９億80百万円の増加となりまし

た。流動資産は39億16百万円となり、６億79百万円の増加となりました。これは主に、現金及び預金の増加４億１

百万円、売掛金の増加１億29百万円、未収入金の増加24百万円、未収還付法人税等の減少９百万円、仕掛品の増加

20百万円、前払費用の増加23百万円によるものであります。固定資産は11億77百万円となり、３億円の増加となり

ました。これは主に、有形固定資産の増加２億72百万円、建設仮勘定の増加９百万円、無形固定資産の減少８百万

円、投資その他の資産の増加37百万円によるものであります。

(負債)

当第２四半期会計期間末の負債合計は23億15百万円となり、前事業年度末に比べ７億36百万円の増加となりまし

た。流動負債は15億91百万円となり、４億39百万円の増加となりました。これは主に、買掛金の減少23百万円、１

年内返済予定の長期借入金の増加99百万円、未払金の増加３億70百万円、未払費用の減少63百万円、未払法人税等

の増加１億37百万円、未払消費税等の減少71百万円、預り金の減少５百万円、賞与引当金の増加25百万円、役員賞

与引当金の減少15百万円、受注損失引当金の減少14百万円によるものであります。固定負債は７億24百万円となり、

２億97百万円の増加となりました。これは主に、長期借入金の増加３億円、退職給付引当金の増加30百万円、役員

退職慰労引当金の減少33百万円によるものであります。

(純資産)

当第２四半期会計期間末の純資産合計は27億77百万円となり、前事業年度末に比べ２億43百万円の増加となりま

した。これは主に、四半期純利益による増加２億84百万円、配当金の支払いによる減少40百万円によるものであり

ます。

②キャッシュフローの状況の分析

当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが１億54百万円の収

入、投資活動によるキャッシュ・フローが１億12百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが３億59百万

円の収入となりました。この結果、当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）残高は、

期首より４億１百万円増加し、19億43百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は１億54百万円（前第２四半期累計期間は３億28百

万円の獲得）となりました。これは主に、税引前四半期純利益４億３百万円、減価償却費84百万円、売上債権の増

加１億28百万円、たな卸資産の増加20百万円、仕入債務の減少23百万円、賞与引当金の増加25百万円、役員退職慰

労引当金の減少33百万円、役員賞与引当金の減少15百万円、退職給付引当金の増加30百万円、未払費用の減少63百

万円、未払消費税等の減少71百万円、受注損失引当金の減少14百万円、法人税等の還付額10百万円によるものであ

ります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は１億12百万円（前第２四半期累計期間は83百万円

の支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出79百万円、無形固定資産の取得による支出10

百万円、敷金及び保証金の差入による支出23百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は３億59百万円（前第２四半期累計期間は61百万円

の支出）となりました。これは主に、長期借入金の借入による収入４億円、配当金の支払による支出40百万円によ

るものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年12月期の業績予想につきましては、2020年８月５日付で公表いたしました「業績予想の修正に関するお知

らせ」の業績予想から変更ありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,842,518 2,243,603

受取手形 1,210 －

売掛金 1,300,706 1,429,955

未収入金 16,852 41,285

未収還付法人税等 9,808 －

仕掛品 2,219 22,705

貯蔵品 4,295 3,878

前払費用 55,566 79,193

その他 3,555 95,800

流動資産合計 3,236,733 3,916,422

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 369,331 593,306

建設仮勘定 － 9,590

その他（純額） 101,416 139,917

有形固定資産合計 470,748 742,813

無形固定資産 61,142 52,492

投資その他の資産 344,618 382,014

固定資産合計 876,510 1,177,320

資産合計 4,113,243 5,093,742
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(単位：千円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 140,412 116,739

1年内返済予定の長期借入金 － 99,900

リース債務 702 706

未払金 108,868 479,321

未払費用 391,003 327,462

未払法人税等 31,038 168,076

未払消費税等 146,660 75,541

前受金 1,536 1,715

預り金 48,831 43,758

賞与引当金 244,380 269,873

役員賞与引当金 21,500 5,812

受注損失引当金 17,224 2,439

流動負債合計 1,152,160 1,591,347

固定負債

長期借入金 － 300,100

リース債務 2,818 2,464

退職給付引当金 368,325 399,316

役員退職慰労引当金 50,024 16,632

資産除去債務 6,012 6,020

固定負債合計 427,180 724,532

負債合計 1,579,340 2,315,879

純資産の部

株主資本

資本金 354,108 354,108

資本剰余金 314,108 314,108

利益剰余金 1,865,815 2,109,776

自己株式 △130 △130

株主資本合計 2,533,902 2,777,863

純資産合計 2,533,902 2,777,863

負債純資産合計 4,113,243 5,093,742
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 6,066,725 4,614,859

売上原価 4,977,752 3,520,498

売上総利益 1,088,973 1,094,361

販売費及び一般管理費 673,548 690,426

営業利益 415,424 403,934

営業外収益

受取補償金 － 237

備品売却収入 － 869

受取利息 15 15

未払配当金除斥益 － 27

助成金収入 180 50

その他 175 124

営業外収益合計 370 1,324

営業外費用

支払補償費 － 161

支払利息 148 19

助成金返還損 11,428 －

その他 54 87

営業外費用合計 11,631 269

経常利益 404,163 404,990

特別利益

固定資産売却益 401 －

特別利益合計 401 －

特別損失

感染症対策費 － 622

固定資産売却損 8 33

減損損失 1,796 －

固定資産除却損 7,995 608

特別損失合計 9,800 1,264

税引前四半期純利益 394,765 403,725

法人税、住民税及び事業税 69,932 137,288

法人税等還付税額 △43,980 －

法人税等調整額 93,139 △18,021

法人税等合計 119,091 119,266

四半期純利益 275,673 284,458
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 394,765 403,725

減価償却費 73,983 84,923

減損損失 1,796 －

受取利息及び受取配当金 △15 △15

支払利息 148 19

助成金返還損 11,428 －

固定資産売却損益（△は益） △393 33

感染症対策費 － 622

固定資産除却損 7,995 608

売上債権の増減額（△は増加） 354,577 △128,038

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,909 △20,069

仕入債務の増減額（△は減少） △56,409 △23,673

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,545 25,493

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,195 △33,392

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,575 △15,687

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,576 30,990

未払費用の増減額（△は減少） △168,514 △63,226

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,601 △71,119

受注損失引当金の増減額（△は減少） △38,863 △14,785

その他 △90,977 △28,441

小計 438,662 147,968

利息及び配当金の受取額 3 3

利息の支払額 △12 △3

助成金の返還額 △11,428 －

感染症対策費の支払額 － △622

法人税等の支払額 △131,315 △3,067

法人税等の還付額 32,882 10,105

営業活動によるキャッシュ・フロー 328,791 154,383

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △53,885 △79,170

有形固定資産の売却による収入 － 62

貸付金の回収による収入 3,494 583

貸付けによる支出 △3,479 △394

無形固定資産の取得による支出 △26,763 △10,403

敷金及び保証金の差入による支出 △3,455 △23,190

敷金及び保証金の回収による収入 570 63

投資活動によるキャッシュ・フロー △83,519 △112,449

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 400,000

長期借入金の返済による支出 △15,000 －

自己株式の取得による支出 △13 －

配当金の支払額 △40,498 △40,498

その他 △6,293 △350

財務活動によるキャッシュ・フロー △61,805 359,151

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 183,466 401,085

現金及び現金同等物の期首残高 1,415,410 1,542,518

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,598,877 1,943,603
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。


